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腰 旨］

　本稿は ， 医療施設の 情報化を医療施設の経営とい う観点から考察するもの で

ある ．まず ， 考察の 出発点 と して ，医療施設 が置かれ て い る環 境を分析 する．

そ して ， その よ うな環境の もとでは ， 医療施設の情報化を促進する 要因 （情報

化が 医療施設 の 経営 の 改善 に 貢献する要 因）と情報化の 進展 を阻害 する要 因 と

が存在す る こ とを明 らか にする ，さ らに ， 医療を取 り巻く環境 に適応 して い く

うえで ， 今後の 医療施設は医療だ けで なく保健 ・ 福祉 とい うサ
ー ビス の 提供 に

関 わ りを持 つ こ とが 必要 にな っ て くる こ とも明 らか にする．その 際に ， 医療施

設の 情報化が果た す役割 につ い て も言 及 する ．

1　 は じめ に

　医療施設は
， 対価 を受け取 っ て治 療行 為 とい うサ ー ビス を提供す る組織 体 と

して 定義で き る ．こ の ような医療施設が ， 最近の 情報化を反映 して ， 情報 シ ス テ

ム を導 入 す る よ うに な っ て き た ．

　　般 に ， 情報化は経営上 の 課題を克服す る こ と を 目的 と して 進め られ る こ と

が多 く ， そ して そ の 期待に応 える もの で あ る，こ の よ うな例 と して ，
コ ン ビニ エ

ン ス ス トア の PQS や航空産業の CRS な どが あ げ られ る ．こ うした事例 に倣え ば ，

医療施設の情報化も ， 医療施設の経営 ヒの 課題を克服す る とい う観点か ら進め

られ て い る と考え る こ とがで き る．もっ と も， 医療施設の 経営が 一
般 企業 の経営
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とは 異 な る た め
， そ の こ とが情報化の 進展の 障害とな る 可能性 もあ る．そ の 場

合 ， 情報化の 進展 を阻害する要因 を分析 しなが ら ， 医療施設の 経営上の 課題を克

服す るよ うな医療施設の 情報化に つ い て 考察す る こ とが適切で あろ う．特に ， こ

の よ うな ア プロ ー
チ は ， 医療 費抑制 ・ 高齢化社会な どの 事情に よ り医療 を取 り巻

く環境が 医療施設 の 経営 に とっ て 厳 しい 状況で ある ときに は，意味の ある ア プ

ロ
ー

チ と言え る ，そ れ は
， 医 療施 設が 組織 と して 存 続 して い くため に は情報化 を

どの よ うに 進め る の か に っ い て の 示唆を与え る か らで あ る ，

　こ の よ うな 問題意 識に基づ い て ， 本稿で は，は じめ に ， 医療施設を取 り巻 く環

境を分析 し ， 次 い で
，
ヒで 述べ たア プロ

V−一チ に したが っ て 医療施設の 情報化 を考

察す る こ とにす る．

2　 医療施設 を取 り巻 く環境と医療施設 の 経営

　医療施設の 情報化 を考察す る た め の 出発点 と して ， 医療 を取 り巻 く環境 と 医

療施設の 経営 につ い て 検討す る．

　医療 を取 り巻く環境が医療施 設に と っ て 厳 しい 状況で ある と認識され る よ う

に な っ た の は ， 医療供給体制の 整備 の 方針が ， 量 的拡大か ら質的 向 ltに 転換 した

ためで ある とされ る．こ の よ うな整備方針の転換の 背景に は
，次の よ うな事情が

あ る
1）．

1 ．国民 の 健康 に 関する 関心が高 まる とともに ， 医療に対す る要望 が多様化 して

きて お り ， 治 療 だ けで は な く，健康 増進 か ら疾病 予防 ， リハ ビ リテ
ー シ ョ ン と

い っ たよ り広い 範囲の 良質なサー ビス が求め られ る よ うに な っ て きた こ と．

2 ．急速な高齢化や疾病構造の 変化 に よ り ， 長期に わた るケア を必要 とす る患者

が多くな っ て い る．加 えて ， 技術革 新の 波の 中で ， 高額医 療機器が ， 広 く各医療機

関 に普及す る とともに，国民の 受ける 医療の 中身に つ い て の 要求は
，
ますます高

度か つ 多様に な っ て きた こ と．

　 これ らの事情は
， 結果的に は

， 国民医療費を押 し上げる こ とに な る ．そ こで ，医

療費抑制 とい う方法 だけで な く ， 医療・保健・福祉を有機 的に連携 させ た ， よ り実

効 の あ が る 医 療供給体制 の 改革 が不 可欠 とな っ たの で ある
2）

．

　 こ の よ うな整備方針の 転換は
， 具体的に は 医療規制とい う形 で現れて くる ．そ

れ らの 規制 の 中で も，中心 とな る の は医療法で あ る．’

ド成 4 年 の 改正医療法 （平

成 5 年 よ り施行）の ポ イ ン トと して ，以 ドの 点が 指摘 され て い る
3），

（1）高度 医療 を行 う特 定機能病院 と老 人等 長期入 院患者 の た め の 療養型病床群

を創 設 し，医療施設機能の 体系化 を図る こ と．
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（2）医療 の 担い 手と医療を受ける もの との 間の 信頼関係等 につ い て理念 ， 責務規

定等 を創設す る こ と，

  業務委託に 関 し， 適正な水準 を有する 業者 に委託す る こと．

（4）医療法 人の 業務範囲として 疾病予防の ため の 施設の 設置 を明文化す る こ と．

  医療情報の提供に 関 し ，

一
定事項 に つ い て 院内表示 を義務づ け る とと もに ，

院外広告で き る 事項 ， 方法の 見直 し を行うこ と．

  標傍で き る診療科 名 を政令事項 と し ， 関係団体か らの 意見聴取等必要な 手続

きを規定する こ と．

　さ らに ， 今述 べ たよ うな医療 を取 り巻 く環境の 他に ， 医療サー ビス の 特殊性 の

た め に
， 医療 施設の 経 営に は次の よ うな特徴が見 られ る ．

（1）規模の 経済性が得られ ない こ と ．

　治 療行 為 は ， 医者対患者 とい うマ ン ・
ッ

ー ・マ ン の 関係で 行わ れ る．そ の ため ，

大量 に 治療行 為 を実施 して も ， 患者
一
人 当た りの 医療費が低減す る わ けで はな

い ．む し ろ ， 医師 に 支払 う給 料等が 増加 す る こ とが 予想 さ れ る ．

（2）他の 医療施設との 連携が不可欠で ある こ と．

　特殊な技術 を要す る手術な どの治療行為は ， すべ て の 医療施設が行 うこ とが

で きる とは 限 らな い ，しか し ， そ の よ うな治療行為 を行 うこ とがで きな ければ ，

患者 の 生命 に 関わ る事態が 生 じる ．そ の ため ， そ の よ うな治療行 為がで き る 医療

施設を紹介す る と い うよ うな ，他 の 医療施設との連携が欠かせな い の で ある ．連

携の 状 況は 表 1 ，
2 の よ うに な っ て い る

4）．

裏 1　患者の 紹介 ・転送 を して い る
一般診療 所 （重複計上 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 各年 10 月 1 日現在

施 設 数

平成 2 年 昭和62年 増力口率 平成 2年 昭和62年

C90） C87） （％） CgD） C87）

一　般 　診　療　所 80，85279 ，134 2，2 100．0 100．0

患者の 紹介 ・転送を

して い る
一

般 診療所 74，29273 ，668 o．8 91．9 93．1

紹介 ・転送 先 総合病院 57，73556 ，
518 2．2 7i．4 71．4

大学病院 40，47840 ，111 0．9 50．1 50，7

その 他の 病院 41，88940 ，685 3，0 51，8 5豆．4

診 療所 22， 57118 ，g4819 ．1 27，9 23，90

資料 　厚生省　 r医療施設調 査」
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喪 2　病院か らみ た連携状況 （重 複計上）

各年 10 月 1日現在

を開催 L て い る

利 用 させて い る

を 利用 させ て い る

練 をさせ て い る

資料　厚生省　 「医療施設調査j

施 設 　　数 施設数 に対する割 合（％）

平成 2 年 昭和 62年 平成 2 年 昭和62年

（
’

go） （
°
87） C90） c87）

10， 096 9， 841 100．0 100．0
の 医 師と の 連携あ り 1

，
549 1，49D 15，3 15．1

L て い る 967 891 9，6 9．1
用 させ て い る 516 469 5，i 4，8

利用 させ て い る 276 259 2．7 2，6

せて い る 340 386 3，4 3，9

させ て い る 438 389 4．3 4，0

せ て い る 158 一 1．6 一

（3）高額 な設備投 資を必要 とす る こ と．

　治療行為にはさ まざ まな設備 や機器が必要で あ り ， そ れ らの 設備 ・機器が 非常

に 高額で あ る ．医療 サ
ー ビス の 質 を 向 ヒさせ る に は ，最新 の 設備 ・

機器 を導入 し

なけれ ばな らない の で
， 多額の設備投資が必要 となっ て くる ．設備 ・機器の保有

状 況 は表 3
，
4 の よ う に な っ て い る

5）．

袤 3　病院の 主 な診療機器保有状況

各年 10 月 1 日現 在

病 　　院　 　粒

邯消舘ファ仙   スコ
ープ

気管支ファでバ
一
スコーフ

ー

画慶診断用超肖灘置

ラ
中
シ
tt
タルラジ オク

“
ラフ1−一

面管連紕殿影齟

助瀋（贓 部）illX線CT

全身川X線GT

R麟 鯏

NMR ．cT（Mlll）

マfケロゆ
一
シ
や
ヤリ

ー
笈置

り：アック

頒監NXR

長嫻蝿邸斯装置

’｝化学ll動1贓 置

人1腎臓（ilgi）襲岡

資　@　零斗　　　　@　　iF9：　1韭　＿

望i 一一．　h
<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>平 2 年 C90 ）

<TAB><TAB>

昭和 2 年（

7）<TAB>掾｢ 減 極 ﾝ数<TAB>艨@ 数 施設数

艨@ 数<TAB>施
ﾝ

 台　数 o C  9 <TAB>

<TAB>9，84<TAB>一<TAB>255

一 ， 6

20，00 <TAB>一<TAB>一<TAB> o<TAB>冖 ，521<TAB> ，38 <TAB>2，93

5，935<TAB>89<TAB>1，4 48 ， k134<TAB> I8， 38<TAB>7、

0<TAB>M C42 <TAB>804 3，6 8 32<TAB>

8<TAB>3〔〕 <TAB>364<TAB>31<TAB>28 2，4 5<TAB>2 C8

<TAB>2， 78<TAB> ，46 <TAB>34<TAB>4M 553<TAB>
5<TAB>937<TAB>44<TAB>△3 4<TAB>△37 5，0 k】

1<TAB>5 A337<TAB>

C018<TAB>，224<TAB> ，983<TAB> ，113 1， 09

，59 <TAB>1，0 0<TAB>1 A55 <TAB>59 42

33<TAB>75 k｝<TAB>ll <TAB>119<TAB>！6<TAB>63 ，39

2，6 5<TAB>】， 9呂<TAB> ，46 <TAB>9 <TAB>2

434<TAB> E174<TAB> 54<TAB>38<TAB>80<TAB>9 ，〔｝

<TAB>5，37 <TAB>1，98 <TAB>4，40 <TAB>38<TAB>923 ， 15<TAB>5，

5<TAB>2，4 4<TAB>2，8 5<TAB>1，2 1<TAB>2，5 0 ，674<TAB>

C614<TAB>，g23<TAB>3 C522<TAB>51<TAB>1，0 2 ，985<TAB>

，288<TAB>1，6

<TAB>2【
，456<TAB>298<TAB>4， 832 「 医 療施設調 査 」
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表 4　 ・一
股診療所 の 主 な診 療 機 器保 有 状況

各年 10 月 1日現在

平成 2 年cgO） 昭 和 〔i2年 c87） 増 △ 減

塘設 数 台　 数 施設 数 台　数 施設数 台　数

・
般 診碾 所 数 80．852 一 7野，［34 一 1，71B 一

闢 化管ファ イパースコ
ー
プ 11，26615 ，276 一 一 一

気億攴ファfパースコープ 1，071i Σ，194 876 965 2GG 229

帥糊 隠音滋 霞 25，84528 ，7s42G ，R2322 ，4355 ，0226 ，349

単鰍 豊孅 躍 52，11756 ，6BO49 ，lll53 ，3963 ，0063 ，2R2

覃訳頭順揮）用鶏CT 311 312 229 230 82 82

全軅 繊CT 602 607 156 j56 446 451

鱒監農艱 3，1574 ，7153 、0323 ，775 125 940

心電諦 55，925 了O，56453 、74765 ，6322 ，1784 、932

鵬 カメラ 12，02513 ，013 一 一 一

人喟臓（逓忻〉装置 823 】6，085 69苫 12，BO4 1303 ，281　圃冖一
資料　厚生省　 「医 療 施設調 査 1

　上述 した よ うな規制の 変化 ， 医療施設の 経営上 の 特徴 の 他 に も ， 医師 ・ 歯科 医

師の 過剰気味の 供給 と ， 医業収益率 の 低
．
ドに よ り医療経営 にお ける 競争は厳 し

い もの となっ て い る
6）

．そ の ため ， 医療施設の 収支 状況 は表 5 ，
6 の よ うに厳 し

い もの と な っ て い る
7）．

峩 5 　 過 去 5 年 間 に お け る 医 業 収 入 100 対 医 業 費 用 割 合

昭和62年度

C87 ）

　 63c88

）

贓元

C89 ）

　　 2C90

）

　　 3Cgl

）

甲　 衰

乙　 褒

101，6100

，8103

．3H

｝2．4103

，2103

．8lD5

．2104

．2107

．1106

，9

資 料　 厚 生 省　　「病 院 経 営 収 攴 状 況 」

表 6 　
一

般 病 院 の 医 業 収 益 100 対 医 業 費 用 の 割 合

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
．SlrZ

　hN　3 ｛11度　　（1991）

医 業 収 益

　 入 院 収 益

　 外 来 収 益

医 業 費 用

　 給 与費

　 材 料 費

　 経 費

　 委 託 費

　 減 価 償 却 費

注

資料

甲　 表 乙　 表

lOO，【｝ 100，0

57．5 56、D

39，2 40．5

104．8 106．6

52．目 55，8

35．0 34．5

7，  6，8

4．2 3，7

5，2 4，7

医 業 収 益 及 び 費 用 の 内 訳 は 、 主 な もの に つ い て

示 して い る の で 、 合 計 と 内 訳 は
一

致 しな い 。

　 厚 生 省 　 「病 院経 営 収 支 調 査 」
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3　医療施設 の情報化 と経営の イ ンタラ ク テ ィ ブな関係

　2で 論述 した環 境は
， 医療施設に と っ て は次の よ うな意味を持つ ，すなわち ，

医療 費抑制な どに よ り収支 状況 が悪化す る
一

方で ，他方国 民 の 多様化す る ニ
ー

ズに合 っ たサ ー ビス を提供す る こ とが要求 され て い るの で あ る ．本稿の 冒頭で

述べ た ア プ ロ
ーチ に基づ け ば ， こ の よ うな状況 に 医療施設が対応 して い く上 で

，

情報化 が有用 で ある か ど うか を検討 しな けれ ばな らない ．こ れ は ， 言い 換えれ

ば
， 経営の 合理化の ッ

ール に なる か
， ある い はニ ー ズに合 っ たサー ビス を提供す

る の に有用な ツ
ー

ル で あ るか どうか を検討する とい うこ とで あ る ．情報化が 医

療施 設 の 経営 に プラ ス の 効果 を与え る こ とが 明 らか にな れ ば ， 医 療施設の 情報

化は進展す る こ とが 予想 され る ．そ の 意 味で ， 経営 に 与え る プ ラス の 効果は 情報

化 を促進する 要閃 と言え る ．もっ とも ， 医療施設の 情報化 とい っ て も ， 後述 す る

よ うに ， 導入 され る情報 システ ム は 医療施設 の 規模によ っ て 異 なる ．大病院で あ

れ ば ， 各 部門 の WS な どをLAN で 接続 した ネ ッ トワー一ク型 の 情報 シ ス テ ム が必

要 に な る
一一
方 で ，開業 医で あれ ばパ ソ コ ン で も充分 な シ ス テ ム と言え る，つ ま

り， 医療施設はそ れ ぞ れの規模 に応 じて 適切な規模の 情報 シス テ ム を導入す る

もの と考え られ ， そ の こ とを医療施設 の 情報化 と と らえ る こ と にす る ．

　他方 ，
こ の よ うな見方 もで きる ，つ ま り， 規制 をは じめ とす る 環 境が厳 しす ぎ

た り， 医療施設の 経営が 一
般 の サ ー ビス 業 の経営 と著 し く異な るため，情報化 の

進展が 阻害 あ る い は制限 されて い る とい う見力で あ る．そ の 意味で は ，医療施設

の 経営 や 医療サ
ー

ビス の 特殊性 は ，情報化 を 阻害す る 要因 と いえ る．こ の よ うな

考 え方 に した が え ば
， 情報化 の 進展 を阻害な い し制 限 して い る要 因 を 分析 し，そ

れ らを克服 して い か な い と ， 情報化 は進展 しない とい う こ とにな る ．

　そ こ で ， 今述べ たよ うな二 つ の 考 え方をすれ ば ， 医療施設の 情報化は 医療施設

の 経営 と リン ケー ジ さ せ て考 え るの が適切で あ り ， 医療 施設の 情報化 と経 営 と

の 間 に はイ ン タ ラク テ ィ ブな関係が ある とい え る ．この こと は次の よ うに図示

で き る ．

プ ラ ス の 効 果

情報 シ ス テ ム 医療施 設の 経営

導入 の 阻害 ・ 制約

図
一 1
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　で は ， まず情報化が医療施設の 経営に与え る プラス の 効果に つ い て 見て い こ う．

（1）人件 費
・経費 の 削減

　情報 シ ス テム の導入 ・構築 に よ り， 事務処理 が削減 で き る．そ れが事務職員の

人件費や経費の 削減を もた らす．こ のよ うな事例と して
， 熊本大学医学部付属病

院が あげられ る
8）

，同病院の 情報 シ ス テム は ， 病院の 情報処理 向けソ フ トウ ェ ァ

「ACCEL 」を中心 に光LAN シ ス テ ム rSUMINET3500」， UNIX を搭載 したWS な ど

で 構成 されて い る ．この シ ス テ ム に よ っ て ， 窓 口 業務の 省力化が 図られて い る ．

（2）医療施設間の連携の改善

　医療施設問の 連携 をス ム
ー ズ に行 うため に は ， お互 い に患者 の 状況な どの 情

報交換す る 必 要が あ る．情報 シ ス テ ム を利用 したネ ッ トワ
ー クを構築す れ ば ，

こ

の よ うな医療施 設問 の 情報交換が迅 速 に かっ 大量 に行 わ れ る よ うにな り ， 医療

施設問の 連携が密接に なる ．こ の 事例 として は ， 旭川保健医療情報セ ン ター があ

げられ る
9）．これ は，医療期間の 役割 分担 に伴 っ て ， 開業医 と高度な機能を持つ

病院な どとの 間 に患者紹介の シ ス テ ム 作 りを意図 した もの で あ り，診療デー タ

をオ ン ライ ンで 交換す る ．他 の 事例 と し て は
， 東北大学医学部付属 病院の 「遠 隔

病理 診断 シ ス テ ム 」が あ る
10）

，

（3）機器 ・設備 の 効率的な利用

　  で 述べ た よ うな医療施設問の 連携 に関連 して ， 医療設備 ・機器の 効率的な

利用 が可能 にな る．保有 す る 設備 ・機器が 使用 さ れて い ない と き ， そ れ を他の 医

療施 設 に利用させ れ ば稼働率が高ま る ．情報 シ ス テ ム を利用 したネ ッ トワ
ー ク

を用い れ ば ， 設備 ・機器 の 利用状況や 予約状況が即座に 判明し
， 設備 ・機器の アイ

ドル タイム を削減で き る．また ， それ らの 設備 ・機器を保有 しない 医療施設も ， 他

の 医療施設の 設備 ・ 機器 を利用する こ とが容易 とな る ．こ の 事例 と して ．栃木県

の 「県周産期医 療情報 シ ス テ ム 」が あ る
11）．こ れは ， 新生児集中治療 室を持 つ 施

設の 空きベ ッ ドの 受 け入 れ に関す る 情報 を
一

元 的に管理 し
， 県 内の 専門病院に

端末機 を設置 し， 互 い に 入力 と検索を行 うこ とで 最新の 受 け入 れ情報 を提供す

る もの で あ る ．

（4）医療情報の外部提供

　医療 法の 改正 で 述べ たよ うな 医療 情報 を外部に提供する 手段の
…

つ と して 情

報 シス テ ム や ネ ッ トワー クを利用 す る こ とが で き る ．

（5）疾病予 防の 施設 設置

　情報シ ス テ ム を利用 して 患者や疾病等に関す るデ
ー タベ ー ス を作成す る こ と

が可能 となる ，こ うした デ
ー

タベ ー ス を利用 して 疫学的研究 を行い ， そ の 成果を
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反映 して 疾病予防を行うこ とがで き る．高知市民病院の 情報シ ステ ム は ， 診療

デー
タベ ー

ス の 整備 で 医療 を高度化す る の に も利用 され て い る
12）

．

（6）患者へ の サ ー ビス の改醤

　情報 シス テ ム 自体 は治療行為を行 うわ けで はな く， 直接的に治療行為の 質を

向 上させ る とは限 らない ．しか しなが ら，上述 の （1）か ら（5）の 効果 は ， 患者に と っ

て の ベ ネ フ ィ ッ トとな る．例え ば，情報シ ステム によ っ て 事務処理が合理化 され

れば ， 待 ち時間の 短縮が 可能 とな る ．これ は，患者 に 対す るサ ー一ビス の 改鮮と い

え る ．例 え ば，東芝病院 （東京 ・品川 ）の 情報 シ ス テ ム は オ フ コ ン 「TP90 シ リー ズ」

3台と医師用端末 として オン ライン で 接i続 された86台の UNIX ・WS で構成 され て

い るが ， こ の シス テ ム に よ り，診療待 ち時間が 90分 か ら5〜 20分 へ
， 検査結果の 待

ち 時問が 90分 か ら30分 へ
， 投 薬 待 ち 時間が 60分 か ら 10分 へ そ れ ぞ れ 短 縮 され る

とさ れ る
13）．

　次 に，情報シ ス テ ム の 導入
・構 築を阻害 ・制限す る 要因 を考え て み る ．すで に述

べ た よ うに
， 医療施設の 経営は規模の 経済性が生か せ ない ヒに

， 多額の 設備 投資

を必要 とす る ．そ して ， 先に 示 した 表に もあ る よ うに
， 厳 しい 収支状況 に あ る ．こ

の よ うな 事情の もとで は，新た に情報シス テ ム やネ ッ トワ
ー クを導入 した り構

築す る こ とが経済 的に 困難で あ る と 考え られ る ．例 え ば，先に紹介 した熊本大学

医学 部付属病 院の 情報シ ス テ ム の 構築 に 要 したコ ス トは，約9億 円で あ っ た ．し

たが っ て ， 経済的・財政 的な 面 にお い て ， 医療施 設の 経営が情報化 を阻害 して い

る と い え る ．

　以 L述べ て きた こ とか ら，医療 施設の 情報化に つ い て ， 現時点 で は ， 情報化を

促進す る 要因 とそ れを阻害す る 要因 とが 拮抗 して い る 状態だ と考え られ る の で

あ る ．したが っ て
， 情報化 の 進展 を 阻害す る要 因 で ある経済 的な 問題 を克服す る

こ とがで きれ ば 医療施設の 情報化が い っ そ う進展す る で あろ うと考え られ る ．

4　 医療を取 り巻 く環境へ の 適応と医療施設の情報 化

　 上述 の よ う に ， 医療 施設 の 情 報化 を進展 させ る に は ， 医療施設が 抱 え る 経済

的 ・資金 的な問題 を解 決 しな けれ ばな らな い こ とが 明らか に な っ た．この 問題

は
， す で に 論述 した よ うに

， 医療 を取 り巻 く環境に起因する もの で ある ，

　そ こで ，医療施設が 経済的な問題を解決する方策 を考える に は ， 医療 を取り巻

く環 境に どの よ うに 対 処 して い くか とい う経営方針 を検 討す る 必要 が あ る ．

　 そ して ， そ の 場合に は ， 医療施設の 情報化 も医療施設の環境適応戦略 とい う枠

組み で 考察す る の が 適 切 で あ ろ う ．本節 で は ，
こ の こ と に つ い て 考察 す る ．
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　すで に 見たよ うに ， 医療 を取 り巻 く環境が変化 した背景に は ， 国民の 医療 に対

するニ
ー

ズの 多様化 と， 健康に対す る意識の 変化が ある ．そ の こ とが ， 医療費の

抑制 につ なが り ， 同時 に 医療施設の サ ー ビス に対する要望 の 高度化
・
多様化につ

なが っ て い る と理解で き る ．こ の よ うな国民の 意識変化は ，や がて新 しい サー ビ

ス の 提供を要求す る こ とになる ．例 えば ， 健康診断や 在宅 介護とい うサー ビ ス な

どで あ る．これは ，国民の 意識変化 に よ っ て 新 しい ビジネスが生 まれ る 可能性が

ある と考え る こ とが で き る ．した が っ て
， 医療 を取 り巻 く環境は ， 本業 で は収益

性が 低下す る
一

方で ， 他方新た な ビジネ ス ・チ ャ ンス を もた らす もの と い え る．

こ の こ とは ，次 の よ うに特徴づ け られ る
14）．

（1）医療サ
ー ビス （治療行為）の 提供 を コ ア ・ドメ イ ン と して 位置づ ける と ，

コ ア
・ドメイ ンか らは高い業績が得られない こ と．

　 こ れ は ，医療 費抑制 政策 に 起 因す る ．

（2） コ ア ・ ドメイ ンに お いて 差 別化が 進ん で い る こ と．

　改正 医療法の ポイ ン トに もあ っ たよ うに ， 特 定機能病院 を創設 した り， ホ
ー ム

ドクタ
ー

制を導入す る こ とに よ っ て ， 医療施 設ごとに提供す るサ
ー ビス の 内容

が異な りつ つ ある ．

（3）コ ア ・ドメ イ ン の他 に ， 疾病予防 ・ 保健 ・福祉の 新 しい ドメ イ ンが存在 し ，

その新 し い ドメ イ ンの 市場の 拡大が 予想され る こ と，

　 こ れは ， 医療・保健 ・福祉 を有 機的に連携させ た医療供給体制 を確立 しよ うと

す る 政策 を反映す る もの で あ る．具体 的な例 と して は ， 人間 ドッ ク ， 在宅 ケ ア な

どがあ る ．

　また ， 通産省は「中長期産業経済展望研究会」を発足 させ ， 今後成 長が見込 まれ

る 分 野 と して 健康産業 を あ げて い る ．

　一
般企業で あれば ， 上述 の よ うな環境の も とで は ， リス トラを 実施 し ， 新規事

業 へ 参入す る とい う戦 略 をとる で あろう．したが っ て ， 医療施設も組織と して 存

続 して い くた め に は，（3）の よ うな 分野 へ 進 出 して い く こ とが必要 に な る ．も っ

とも ， 疾病が完全に な くな る わ けで はな い の で ，医療施設は医 療サ
ー ビス を提供

し続 ける 義務があ る ．そ こ で ，
コ ア ・ ドメイ ン で治療行為を行 い つ つ ，疾病予防・

保健・福祉の ドメイ ンで は国民 の 厚生 を向上させ るサ ー ビス を提供する こ とが ，

医療施設 の 環境適応の 戦略 と して 望 ま しい と考え られ る の で あ る．この とき，前

節で 見た よ うに ， 情報 シ ス テム が患者 に 対する サー ビス の改善を もた らす とい

う点に 着目す れ ば ， 情報シ ス テ ム を利用 して 新 しい サー ビス を提供す る こ とに
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よ っ て   の ドメイ ンへ 進出す る とい うこ とが考え られ る．すなわ ち ， 医療施設

の 環境適応戦略の 手段 と して 情報シ ステ ム を利用するの で あ る ．ただ し， 医療施

設が   の ドメイ ン で サー ビス を安定的に継続 して 提供 し続 け られ る か とい う

問題が ある ．経 営状況 が 良 くな い とき に ，新規 事業 へ 参 入す る の はな か な か容 易

で はな い で あ ろ う．

　と こ ろで
， （3）の ドメイ ン に進 出 し よ う と して い る の は ， 医 療施 設だ けで はな

い ．む しろ， 般 の 営 利企業の 方が積極的で あ る と予想 され る ．それ は
， その 新 し

い ドメイ ンか ら高 い 収益が得 られ る と 予想され る か らで あ り
， 新 しい ドメイ ン

へ の 進 出は多角化戦略 の
一

環 と して 位置づけられ る か らで あ る．例えば ， 疾病予

防の た め に は栄養管理 が 必 要 で あ り，その ため食品会社が 機能性 食品や ビタ ミ

ン剤 を販売する とい う こ とがあげ られ る ，ただ し ，

一一
般企業の 場合も ， 問題点 と

して ， 疾病 予防 ・保健 ・ 福祉 とい う分野で 医 療施設ほ どの ノウハ ウや技術を持 っ

て い な い 点が 指摘 で き る．提供す る サー ビス の 質が 悪 けれ ば ， そ れ は 国民 の 厚生

に と っ て 望 ま しくな い ，

　以上 の よ うに ，

一
般 の 営利企業 と医療施 設の 両者 とも，医療 ・保健・福祉を有機

的に 連携 させ た 医療 供給体制 を確 立す る の に そ れ ぞれ関 与す る こ とが予 想 され

る ．しか し ， 今述べ た よ うに ， そ れぞれが こ うしたサー ビス を提供す る際に問題

を持っ て い る点 も見逃す こ とはで きな い ．こ の よ うな状況で
， 国 民の 厚生 に とっ

て は
， 医療施設と

一
般営利企業とが 連携 して 医療 ・ 保健 ・福祉サ

ー ビス を提供す

る こ とが望 ましい で あ ろ う．連携に よ っ て ， お 互 い が持っ て い る 問題 を解決で き

る 「1∫能性があ り， サ
ー ビス の 質が改 善される と予想 される か らで ある ．こ の よ う

な 事例 として ， セ コ ム の 健康管理 シ ス テム が あげられ る
15）

，これ は ， オフ ィ スや

家庭 に心拍数や血圧 な どが測定で き る特殊 な椅子 を貸 し出 し ， 測定デ
ー

タ を電

話回線 を通 し て 同社 に 送 られ ， 月 に 度 ， 担 当医 か らコ メ ン トを付 け た 健康 リ

ポー トを送付す る とい うもの で あ る．

　 さて ，こ の 事例 に もあ る よ うに ，医療施設 と 般 企業 との 提携 に お い て は ， 情

報シス テム が 電要な役割 を果たす と考え られ る ．つ ま り ， 情報 シス テム を介 して

医療施 設と一一般 企業 は 互 い に 協力し ， 国民 の ニ ー ズ に合 っ たサ ー ビス を提供 で

き るよ うにな る こ とが予想 され る の で あ る．こ れ は ， 医療施設の 情報 シ ス テム が

患者 に対するサー ビス の 改善をもた らすとい う点 に 着慇して
，
そ れ を発展 させ

る 形 で ， 情報 シ ス テ ム を利用 した 新 しい サ
ー ビス を提供す る こ とがで き る か ら

で あ る ．この よ うな例 と して ，ICカー ドを利用 した 電子 カル テが あ げ られ る。日

頃の 健康状況 や健康診断 の 結果をそ の カ
ー

ドに記録 して お けば
， 治療 の 際 に有
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用な情報を提供す る こ とが で き る ．

　こ の 場合 ，

一般企業が医療施設の 情報システ ム の 構築・導入を援助す る とい う

形で 医療施設 と協力す る こ とによ っ て ， 医療施設の ノ ウハ ウや技術 を吸収する

こ とが で きる．他方 ， 医療施設は ，
一

般企業 の 援助 に よ り情報 シ ス テ ム を導 入す

るこ とがで き るので あ る．このよ うに ， 医療施設の環境適応戦略とい う枠組み に

おい て は ，

一
般企業 との 提携に よっ て 情報化が一層進展 し ， そ の 結果 ，疾病予防・

保健・福祉に つ い て 国民 の ニ
ー ズに あ っ た新 しい サー ビス を提供す る よ うにな

る と考えられ る の で あ る ，

5　 むすび

　以 上 の 考察にお い て ，まず医 療施設の 情報 シ ス テ ム や ネッ トワ
ー クが医療施

設 に もた らす プラス の 効果な らびにそ の 際の 問題点 を明 らか に した．さ らに ， 医

療 を取 り巻 く環境を考慮す る と ， 医療 施設が包括的な医療 ・ 保健・福祉の サー ビ

ス を提供す る こ とが必要 で あ る こ と も明 らか に なっ た．そ の と きに ， 情報 システ

ム が国民の 厚生 にと っ て もプラス の 効果をもた らす こ と もす で に述べ た とお り

で あ る ．

　もっ とも ，情報シ ス テ ム だけで 包括的な医療 ・保健・福祉供給体制が確立 され

るわ けで はな い ，包括的な 医療 ・保健・福祉供給体制 を確立す る ため に｝よ 医薬分

業 ， 診療報酬の 見直しな どの 課題 を克服 して い かな くて はな らな い ．しか しなが

ら，医療施設の 情報化 は ， 医療サ ー ビス を見 直す と こ ろか ら始まる もの で ある ．

そ の とき ， 医療 サー ビス の 見 直しを通 して 医療 ・保健 ・福祉に つ い て の 認識を新

たに す る こ とが 予想 され る ．つ ま り， 医療施設の 情報化は ， 医療に つ い て の 意識

改革の きっ かけの
一

つ になるの で あ る，このよ うに 考えれ ば， 医療施設の 情報化

に つ いて は ，当 事者 で あ る 医療施設だ けで な く ， 国民 ， 行 政 を巻 き込 ん だ積極 的

な 議論が今後 必要 に な る で あ ろう ．
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